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教科 科目 単位 2

学科 学年 担当 石井

教科書 補助教材

観点別評価に対する評価方法　　

定期考査、ノート、ワークシー

ト
定期考査（資料読解・論述問

題）、ノート、ワークシート

討論や発表、ワークシート

第４章

帝国主義の時代

・列強の進出と植民地の形成

・日清・日露戦争

列強の進出と植民地の形成，日

清・日露戦争などを基に，列強の

帝国主義政策とアジア諸国の変容

を理解している。

帝国主義政策の特徴，列強間の関

係の変容などを多面的・多角的に

考察し，表現している。

19世紀末～20世紀初頭の世界の歴

史の変化に関わる諸事象につい

て，よりよい社会の実現を視野に

課題を主体的に追究，解決しよう

としている。

第９章

グローバル化と現代世界

・冷戦の終結

・民主化の進展

・地域統合の拡大と変容

・地域紛争の拡散

冷戦の終結，民主化の進展，地域

統合の拡大と変容，地域紛争の拡

散とそれへの対応などを基に，冷

戦終結後の国際政治の変容と課題

を理解している。

冷戦終結後の国際政治の特徴と日

本の役割などを多面的・多角的に

考察し，表現している。

1989年以降の世界の歴史の変化に

関わる諸事象について，よりよい

社会の実現を視野に課題を主体的

に追究，解決しようとしている。

第５章

第一次世界大戦と大衆社会

・第一次世界大戦の展開

・日本やアジアの経済成長

・ソ連の成立とアメリカ合衆国の

台頭

・ナショナリズムの動向と国際連

盟の成立

第６章

経済危機と第二次世界大戦

・世界恐慌

・ファシズムの伸張

・日本の対外政策

・第二次世界大戦の展開

・大戦後の国際秩序

・日本の国際社会への復帰

・世界恐慌，ファシズムの伸張，

日本の対外政策、第二次世界大戦

の展開などを基に，国際協調体制

の動揺を理解している。

・第二次世界大戦後の国際秩序と

日本の国際社会への復帰を理解し

ている。

第８章

多極化する世界

第１章

近代化への胎動

第２章

欧米の市民革命と国民国家の形成

・産業革命と交通・通信手段の革

新

・工業化と世界史上の形成

・18 世紀後半以降の欧米の市民革

命や国民統合の動向

産業革命と交通・通信手段の革

新，工業化と世界史上の形成，18

世紀後半以降の欧米の市民革命や

国民統合の動向などを基に，立憲

体制と国民国家の形成を理解して

いる。

政治変革の特徴，国民国家の特徴

や社会の変容などを多面的・多角

的に考察し，表現している。

近代ヨーロッパの歴史の変化に関

わる諸事象について，よりよい社

会の実現を視野に課題を主体的に

追究，解決しようとしている。

第３章

アジアの変容と日本の近代化

・アジア諸国と欧米諸国との関係

の変容

・日本の開国

・明治維新と大日本帝国憲法の制

定

日本の開国，明治維新や大日本帝

国憲法の制定などを基に，18 世紀

後半以降の欧米の市民革命や国民

統合の動向などと関連づけて，立

憲体制と国民国家の形成を理解し

ている。

産業革命の影響，中国の開港と日

本の開国の背景とその影響などに

着目して、アジア諸国と欧米諸国

との関係の変容などを多面的・多

角的に考察し，表現している。

19世紀半ばのアジアと世界の歴史

の変化に関わる諸事象について，

よりよい社会の実現を視野に課題

を主体的に追究，解決しようとし

ている。

・18世紀のアジアや日本における

生産と流通

・アジア各地域間やアジア諸国と

欧米諸国の貿易

18世紀のアジアや日本における生

産と流通，アジア各地域間やアジ

ア諸国と欧米諸国の貿易などを基

に，18世紀のアジアの経済と社会

やヨーロッパの近代市民社会を理

解している。

令和７年度シラバス

歴史の扉 高校の歴史学習の動機付けと以後

の学習に必要な歴史学習の基本的

な技能や学び方を身につける。

私たちの生活や身近な地域などに

見られる諸事象が日本や日本周辺

の地域及び世界の歴史とのつなが

りの中で起きていることを理解し

ている。

近代化，国際秩序の変化や大衆

化，グローバル化などの歴史の変

化と，日本や日本周辺の地域及び

世界の歴史との関連性について考

察し，表現している。

「歴史総合」を学ぶ意義や目的，

歴史的な考察の方法やその特質に

ついて，主体的に理解を深めよう

としている。

世界とそのなかの日本の近現代史を学び、世界と日本の歴史的なつながりや現代社会の諸問題がどのような歴史を

経て起きているのかを主体的に考察することで、国際社会に生きる日本人としての自覚と資質を養う。
科目の概要と目標

実教出版「詳述歴史総合」 第一学習社「ダイアローグ歴史総合」

歴史総合

３年

地理歴史

土木科

単元 学習内容 知識・技能 思考・判断・表現
主体的に学習に

取り組む態度

・石油危機

・アジアの諸地域の経済発展

・市場開放と経済の自由化

・情報通信技術の発展

石油危機，アジアの諸地域の経済

発展，市場開放と経済の自由化，

情報通信技術の発展などを基に，

市場経済の変容と課題を理解して

いる。

市場経済のグローバル化の特徴と

日本の役割などを多面的・多角的

に考察し，表現している。

1970～80年代の世界の歴史の変化

に関わる諸事象について，よりよ

い社会の実現を視野に課題を主体

的に追究，解決しようとしてい

る。

第７章

冷戦と脱植民地化

・脱植民地化とアジア・アフリカ

諸国

・冷戦下の地域紛争

・軍備拡張や核兵器の管理

・日本の高度経済成長

脱植民地化とアジア・アフリカ諸

国，冷戦下の地域紛争，先進国の

政治の動向，軍備拡張や核兵器の

管理，日本の高度経済成長などを

基に，国際政治の変容を理解して

いる。

日本の高度経済成長の背景と影

響，地域紛争と冷戦の関係，第三

世界の国々の経済政策の特徴，欧

米やソヴィエト連邦の政策転換の

要因などを多面的・多角的に考

察，表現している。

1950～1970年代の歴史の変化に関

わる諸事象について，よりよい社

会の実現を視野に課題を主体的に

追究，解決しようとしている。

各国の世界恐慌への対応の特徴，

国際協調体制の動揺の要因、第二

次世界大戦の性格と惨禍，第二次

世界大戦後の国際秩序と日本の国

際社会への復帰などを多面的・多

角的に考察し，表現している。

第二次世界大戦前後の世界の歴史

の変化に関わる諸事象について，

よりよい社会の実現を視野に課題

を主体的に追究，解決しようとし

ている。

総力戦と第一次世界大戦後の国際

協調体制、大衆社会の形成と社会

運動の広がりを理解している。

第一次世界大戦の性格と惨禍，大

戦後の国際協調体制の特徴、第一

次世界大戦後の社会の変容と社会

運動との関連などを多面的・多角

的に考察し，表現している。

1910～1920年代の歴史の変化に関

わる諸事象について，よりよい社

会の実現を視野に課題を主体的に

追究，解決しようとしている。

18世紀のアジア諸国における経済

活動の特徴，アジア各地域間の関

係，アジア諸国と欧米諸国との関

係などを多面的・多角的に考察

し，表現している。

前近代の歴史の変化に関わる諸事

象について，よりよい社会の実現

を視野に課題を主体的に追究，解

決しようとしている。



教科 科目 単位 2

学科 学年 担当 石井

教科書 補助教材

観点別評価に対する評価方法　　

定期考査、準拠ノート、ワーク

シート

定期考査（資料読解・論述問

題）、準拠ノート、ワークシー

ト

討論や発表、ワークシート

第１章

近代化への胎動

・18世紀のアジアや日本における生

産と流通

・アジア各地域間やアジア諸国と欧

米諸国の貿易

第５章

第一次世界大戦と大衆社会

・第一次世界大戦の展開

・日本やアジアの経済成長

・ソ連の成立とアメリカ合衆国の台

頭

・ナショナリズムの動向と国際連盟

の成立

令和７年度シラバス

生活環境科 ３年

実教出版「詳述歴史総合」 第一学習社「ダイアローグ歴史総合」

世界とそのなかの日本の近現代史を学び、世界と日本の歴史的なつながりや現代社会の諸問題がどのような歴史を経て

起きているのかを主体的に考察することで、国際社会に生きる日本人としての自覚と資質を養う。

単元 学習内容 知識・技能 思考・判断・表現
主体的に学習に

取り組む態度

科目の概要と目標

地理歴史 歴史総合

前近代の歴史の変化に関わる諸事象

について，よりよい社会の実現を視

野に課題を主体的に追究，解決しよ

うとしている。

歴史の扉 高校の歴史学習の動機付けと以後の

学習に必要な歴史学習の基本的な技

能や学び方を身につける。

私たちの生活や身近な地域などに見

られる諸事象が日本や日本周辺の地

域及び世界の歴史とのつながりの中

で起きていることを理解している。

近代化，国際秩序の変化や大衆化，

グローバル化などの歴史の変化と，

日本や日本周辺の地域及び世界の歴

史との関連性について考察し，表現

している。

「歴史総合」を学ぶ意義や目的，歴

史的な考察の方法やその特質につい

て，主体的に理解を深めようとして

いる。

第３章

アジアの変容と日本の近代化

・アジア諸国と欧米諸国との関係の

変容

・日本の開国

・明治維新と大日本帝国憲法の制定

日本の開国，明治維新や大日本帝国

憲法の制定などを基に，18 世紀後半

以降の欧米の市民革命や国民統合の

動向などと関連づけて，立憲体制と

国民国家の形成を理解している。

産業革命の影響，中国の開港と日本

の開国の背景とその影響などに着目

して、アジア諸国と欧米諸国との関

係の変容などを多面的・多角的に考

察し，表現している。

19世紀半ばのアジアと世界の歴史の

変化に関わる諸事象について，より

よい社会の実現を視野に課題を主体

的に追究，解決しようとしている。

第２章

欧米の市民革命と国民国家の

形成

・産業革命と交通・通信手段の革新

・工業化と世界史上の形成

・18 世紀後半以降の欧米の市民革命

や国民統合の動向

産業革命と交通・通信手段の革新，

工業化と世界史上の形成，18 世紀後

半以降の欧米の市民革命や国民統合

の動向などを基に，立憲体制と国民

国家の形成を理解している。

政治変革の特徴，国民国家の特徴や

社会の変容などを多面的・多角的に

考察し，表現している。

近代ヨーロッパの歴史の変化に関わ

る諸事象について，よりよい社会の

実現を視野に課題を主体的に追究，

解決しようとしている。

18世紀のアジアや日本における生産

と流通，アジア各地域間やアジア諸

国と欧米諸国の貿易などを基に，18

世紀のアジアの経済と社会やヨー

ロッパの近代市民社会を理解してい

る。

18世紀のアジア諸国における経済活

動の特徴，アジア各地域間の関係，

アジア諸国と欧米諸国との関係など

を多面的・多角的に考察し，表現し

ている。

1910～1920年代の歴史の変化に関わ

る諸事象について，よりよい社会の

実現を視野に課題を主体的に追究，

解決しようとしている。

第４章

帝国主義の時代

・列強の進出と植民地の形成

・日清・日露戦争

列強の進出と植民地の形成，日清・

日露戦争などを基に，列強の帝国主

義政策とアジア諸国の変容を理解し

ている。

帝国主義政策の特徴，列強間の関係

の変容などを多面的・多角的に考察

し，表現している。

19世紀末～20世紀初頭の世界の歴史

の変化に関わる諸事象について，よ

りよい社会の実現を視野に課題を主

体的に追究，解決しようとしてい

る。

第７章

冷戦と脱植民地化

・脱植民地化とアジア・アフリカ諸

国

・冷戦下の地域紛争

・軍備拡張や核兵器の管理

・日本の高度経済成長

脱植民地化とアジア・アフリカ諸

国，冷戦下の地域紛争，先進国の政

治の動向，軍備拡張や核兵器の管

理，日本の高度経済成長などを基

に，国際政治の変容を理解してい

る。

日本の高度経済成長の背景と影響，

地域紛争と冷戦の関係，第三世界の

国々の経済政策の特徴，欧米やソ

ヴィエト連邦の政策転換の要因など

を多面的・多角的に考察，表現して

いる。

1950～1970年代の歴史の変化に関わ

る諸事象について，よりよい社会の

実現を視野に課題を主体的に追究，

解決しようとしている。

第６章

経済危機と第二次世界大戦

・世界恐慌

・ファシズムの伸張

・日本の対外政策

・第二次世界大戦の展開

・大戦後の国際秩序

・日本の国際社会への復帰

・世界恐慌，ファシズムの伸張，日

本の対外政策、第二次世界大戦の展

開などを基に，国際協調体制の動揺

を理解している。

・第二次世界大戦後の国際秩序と日

本の国際社会への復帰を理解してい

る。

各国の世界恐慌への対応の特徴，国

際協調体制の動揺の要因、第二次世

界大戦の性格と惨禍，第二次世界大

戦後の国際秩序と日本の国際社会へ

の復帰などを多面的・多角的に考察

し，表現している。

第二次世界大戦前後の世界の歴史の

変化に関わる諸事象について，より

よい社会の実現を視野に課題を主体

的に追究，解決しようとしている。

総力戦と第一次世界大戦後の国際協

調体制、大衆社会の形成と社会運動

の広がりを理解している。

第一次世界大戦の性格と惨禍，大戦

後の国際協調体制の特徴、第一次世

界大戦後の社会の変容と社会運動と

の関連などを多面的・多角的に考察

し，表現している。

冷戦の終結，民主化の進展，地域統

合の拡大と変容，地域紛争の拡散と

それへの対応などを基に，冷戦終結

後の国際政治の変容と課題を理解し

ている。

冷戦終結後の国際政治の特徴と日本

の役割などを多面的・多角的に考察

し，表現している。

1989年以降の世界の歴史の変化に関

わる諸事象について，よりよい社会

の実現を視野に課題を主体的に追

究，解決しようとしている。

第８章

多極化する世界

・石油危機

・アジアの諸地域の経済発展

・市場開放と経済の自由化

・情報通信技術の発展

石油危機，アジアの諸地域の経済発

展，市場開放と経済の自由化，情報

通信技術の発展などを基に，市場経

済の変容と課題を理解している。

市場経済のグローバル化の特徴と日

本の役割などを多面的・多角的に考

察し，表現している。

1970～80年代の世界の歴史の変化に

関わる諸事象について，よりよい社

会の実現を視野に課題を主体的に追

究，解決しようとしている。

第９章

グローバル化と現代世界

・冷戦の終結

・民主化の進展

・地域統合の拡大と変容

・地域紛争の拡散



教科 科目 単位 2

学科 学年 担当 米山

教科書 補助教材

観点別評価に対する評価方法　　

・実験レポート

・小テスト

・定期考査

・授業態度　・発問評価

・実験レポート

・小テスト

・定期考査

・授業態度　・発問評価

・実験レポート

・小テスト

・定期考査

第４編 地球や宇宙の科学

 第１章 太陽と地球

 第２章 自然景観と自然災害

・日本と火山

・自然災害

・水のはたらきと地表の変化

・太陽と太陽系

・惑星と天体

・日本列島と，その付近のプ

レートの動きを理解している。

自然災害と防災について理解し

ている。

・太陽系の構造を理解してい

る。天体の種類やその動きにつ

いて理解している。

自然災害が与える影響について

日常生活に結びつけながら考え

ようとしている。太陽や月の様

子などについて，比較して考え

ることができている。

自然災害が与える影響について

興味を持つようにしている。太

陽の現象が人間生活にどのよう

な影響をおよぼすか調べようと

している。

体をつくるタンパク質など，身

近なタンパク質について調べよ

うとしている。ヒトの視覚の性

質や錯視の例などについて調べ

ようとしている。光が体内時計

やヒトの行動に与える影響につ

いて振り返って，日常生活や社

会に生かそうとしている。

第３編  光や熱の科学

 第１章 光の性質とその利用

 第２章 熱の性質とその利用

・熱と仕事

・仕事とエネルギー

・光の性質

・光とレンズ

・熱に関する物理量について理

解している。熱に関する諸現象

について理解している。

・エネルギーと仕事の関係やエ

ネルギーの保存について理解し

ている。

・光の速さについて理解してい

る。光の性質について理解して

いる。

・熱と熱運動について考察でき

る。物体の熱量や熱容量を計算

することができる。

・光の反射・屈折・分散・散乱

の現象、光の回折や偏光につい

て，科学的に思考できる。

熱の伝わり方やエネルギーの移

り変わりについて興味を持つよ

うにしている。光の性質がどの

ように利用されているか調べよ

うとしている。

第１編 物質の科学

　第１章 材料とその再利用

　第２章 衣料と食品

第２編 生命の科学

 第１章 ヒトの生命現象

 第２章 微生物とその利用

・遺伝情報とそのはたらき

・体内環境の維持と免疫

・生物と光

・微生物

・発酵と腐敗

・DNAとタンパク質の合成の

され方について理解している。

・血糖濃度の調整と糖尿病、免

疫について理解している。ヒト

の視覚について理解している。

・身のまわりにおける多様な微

生物の存在について理解してい

る。生態系内の微生物の役割に

ついて理解している。微生物の

利用の広がりについて理解して

いる。

・タンパク質の種類は，構成ア

ミノ酸の数と配列順序によって

決まり，それがDNAの塩基配

列にもとづくものであることを

考察できる。血糖濃度の調節の

しくみと糖尿病、免疫のしくみ

について説明できる。

・自然界のどのような場所にど

のような微生物が生息している

か，およびその役割について考

察することができる。

知識・技能 思考・判断・表現
主体的に学習に

取り組む態度

・プラスチックの分類、性質、

用途

・金属の性質、製錬と合金

・資源の再利用

・繊維

・栄養素

・プラスチック、金属に関わる

一般的な性質や化学結合につい

て理解している。プラスチック

の熱に対する性質の違いを調べ

ることができる。

・繊維の種類と性質、構造と染

色について理解している。

・食物の栄養素について理解し

ている。

・プラスチックや金属の用途に

違いがあることを考察すること

ができる。

・天然繊維や化学繊維の用途の

違いについて考察することがで

きる。食品に含まれる各栄養素

のはたらきについて表現でき

る。

・プラスチックの種類，性質お

よび用途，特殊な機能をもった

プラスチックについて調べよう

としている。

・身のまわりにある繊維につい

て興味をもち、その種類や性

質、衣料材料の構造と加工につ

いて理解しようとしている。

令和７年度シラバス

序章 科学技術の発展 ・情報伝達技術の発展

・エネルギー資源の活用と交通

手段の発展

・医療技術の発展

科学技術の発展と現代社会での

科学技術の役割について理解し

ている。

昔と比較して豊かな生活を送る

ことができるようになったこと

に対する科学技術の役割につい

て考えている。

現代社会において、科学技術の

発展が生活を便利で豊かにして

きた様子とその役割を調べよう

としている。

自然の事物現象に対する関心や探求心を高め、目的意識を持って観察、実験を行い、科学的に探究する

能力と態度を育てる。

科学の基本的な概念や思考力を身につける。

科目の概要と目標

数研出版 高等学校 科学と人間生活 第一学習社 新課程版 ネオパルノート科学と人間生活

科学と人間生活

3年

理科

土木科

単元 学習内容



教科 科目 単位 2

学科 学年 担当 米山

教科書 補助教材

令和７年度シラバス

序章 科学技術の発展 ・情報伝達技術の発展

・エネルギー資源の活用と交通

手段の発展

・医療技術の発展

科学技術の発展と現代社会での

科学技術の役割について理解し

ている。

昔と比較して豊かな生活を送る

ことができるようになったこと

に対する科学技術の役割につい

て考えている。

現代社会において、科学技術の

発展が生活を便利で豊かにして

きた様子とその役割を調べよう

としている。

自然の事物現象に対する関心や探求心を高め、目的意識を持って観察、実験を行い、科学的に探究する

能力と態度を育てる。

科学の基本的な概念や思考力を身につける。

科目の概要と目標

数研出版 高等学校 科学と人間生活 第一学習社 新課程版 ネオパルノート科学と人間生活

科学と人間生活

3年

理科

生活環境科

単元 学習内容 知識・技能 思考・判断・表現
主体的に学習に

取り組む態度

・プラスチックの分類、性質、

用途

・金属の性質、製錬と合金

・資源の再利用

・繊維

・栄養素

・プラスチック、金属に関わる

一般的な性質や化学結合につい

て理解している。プラスチック

の熱に対する性質の違いを調べ

ることができる。

・繊維の種類と性質、構造と染

色について理解している。

・食物の栄養素について理解し

ている。

・プラスチックや金属の用途に

違いがあることを考察すること

ができる。

・天然繊維や化学繊維の用途の

違いについて考察することがで

きる。食品に含まれる各栄養素

のはたらきについて表現でき

る。

・プラスチックの種類，性質お

よび用途，特殊な機能をもった

プラスチックについて調べよう

としている。

・身のまわりにある繊維につい

て興味をもち、その種類や性

質、衣料材料の構造と加工につ

いて理解しようとしている。

第１編 物質の科学

　第１章 材料とその再利用

　第２章 衣料と食品

第２編 生命の科学

 第１章 ヒトの生命現象

 第２章 微生物とその利用

・遺伝情報とそのはたらき

・体内環境の維持と免疫

・生物と光

・微生物

・発酵と腐敗

・DNAとタンパク質の合成の

され方について理解している。

・血糖濃度の調整と糖尿病、免

疫について理解している。ヒト

の視覚について理解している。

・身のまわりにおける多様な微

生物の存在について理解してい

る。生態系内の微生物の役割に

ついて理解している。微生物の

利用の広がりについて理解して

いる。

・タンパク質の種類は，構成ア

ミノ酸の数と配列順序によって

決まり，それがDNAの塩基配

列にもとづくものであることを

考察できる。血糖濃度の調節の

しくみと糖尿病、免疫のしくみ

について説明できる。

・自然界のどのような場所にど

のような微生物が生息している

か，およびその役割について考

察することができる。

体をつくるタンパク質など，身

近なタンパク質について調べよ

うとしている。ヒトの視覚の性

質や錯視の例などについて調べ

ようとしている。光が体内時計

やヒトの行動に与える影響につ

いて振り返って，日常生活や社

会に生かそうとしている。

第３編  光や熱の科学

 第１章 光の性質とその利用

 第２章 熱の性質とその利用

・熱と仕事

・仕事とエネルギー

・光の性質

・光とレンズ

・熱に関する物理量について理

解している。熱に関する諸現象

について理解している。

・エネルギーと仕事の関係やエ

ネルギーの保存について理解し

ている。

・光の速さについて理解してい

る。光の性質について理解して

いる。

・熱と熱運動について考察でき

る。物体の熱量や熱容量を計算

することができる。

・光の反射・屈折・分散・散乱

の現象、光の回折や偏光につい

て，科学的に思考できる。

熱の伝わり方やエネルギーの移

り変わりについて興味を持つよ

うにしている。光の性質がどの

ように利用されているか調べよ

うとしている。

観点別評価に対する評価方法　　

・実験レポート

・小テスト

・定期考査

・授業態度　・発問評価

・実験レポート

・小テスト

・定期考査

・授業態度　・発問評価

・実験レポート

・小テスト

・定期考査

第４編 地球や宇宙の科学

 第１章 太陽と地球

 第２章 自然景観と自然災害

・日本と火山

・自然災害

・水のはたらきと地表の変化

・太陽と太陽系

・惑星と天体

・日本列島と，その付近のプ

レートの動きを理解している。

自然災害と防災について理解し

ている。

・太陽系の構造を理解してい

る。天体の種類やその動きにつ

いて理解している。

自然災害が与える影響について

日常生活に結びつけながら考え

ようとしている。太陽や月の様

子などについて，比較して考え

ることができている。

自然災害が与える影響について

興味を持つようにしている。太

陽の現象が人間生活にどのよう

な影響をおよぼすか調べようと

している。



教科 科目 単位 2

学科 学年 担当 近藤

教科書 補助教材

・物質の構造や性質に関

する事象に関心をもち，

意欲的に探究しようとし

ている。

・酸，塩基や中和反応に

関心をもち，意欲的に探

究しようとしている。

・燃焼，腐食などの反応

に興味をもち，意欲的に

探究しようとしてる。

第2編　物質の変化

観点別評価に対する評価方法　　
・小テスト

・定期考査

・授業態度

・発問評価

・定期考査

・授業態度

・発問評価

・小テスト

・定期考査

終章　化学が拓く世界 ・化学と日常生活 ・「化学基礎」で学んだ

事柄が，日常生活や社会

を支える科学技術と結び

ついていることを理解し

ている。

・「化学基礎」で学んだ

事柄が日常生活でどのよ

うにいかされているかを

教科書の題材外にも範囲

を広げて考察している。

・「化学基礎」で学んだ

事柄が日常生活でどのよ

うにいかされているかに

注目し，意欲的に探究し

ようとしている。

・実験の基本操作

・単体や化合物

・粒子の熱運動と絶対温

度

・原子の構造

・元素の周期律

・イオン結合の物質の性

質

・共有結合の物質の性質

・金属結合の物質の性質

・分子の性質

第1編　物質の構成と化

学結合

・物質量と粒子数、質

量、気体の体積、モル濃

度との関係

・化学反応式と量的関係

・酸と塩基の性質

・水素イオン濃度とpH

・中和反応の量的関係、

滴定曲線

・酸化還元反応

・金属のイオン化傾向

・電池や電気分解

・物質量と粒子数、質

量、気体の体積、モル濃

度との関係を理解してい

る。

・中和反応に関与する物

質の量的関係を理解して

いる。

・酸化還元反応の利用例

として，電池や電気分解

などがあることを理解し

ている。

・化学反応式をもとに物

質の量的関係を判断して

いる。

・実験で得られたデータ

やグラフから，結果を化

学的に考察している。

・中和反応や酸化還元反

応の滴定結果から、溶液

の濃度を判断している。

知識・技能 思考・判断・表現
主体的に学習に

取り組む態度

・物質が混合物と純物

質，および単体と化合物

に分けられることを理解

している。

・イオンの表し方やイオ

ン化エネルギーについて

の知識を身に付けてい

る。

・各結晶の性質について

理解し，知識を身に付け

ている。

・原子の電子配置と周期

表の族や周期との関係に

ついて理解している。

・ 物質の性質を調べる実

験を通して，化学結合と

結晶の性質の関係を考察

している。

・物質の構造や性質に関

する事象に関心をもち，

意欲的に物質を探究しよ

うとしている。

・学習課題に対して積極

的に観察・実験を行い，

意欲的に探究しようとし

ている。

令和７年度シラバス

序章 化学の特徴 ・日常生活や社会を支え

る身近な物質

・物質を対象とする学問

である化学の特徴

化学が物質やその変化を

対象とする学問であるこ

とを理解している。

物質の性質を調べる活動

において，科学的に探究

する方法を提案したり，

実験結果を科学的に判断

したりしている。

日常生活や社会を支える

身近な物質に注目し，科

学に対する興味・関心を

高め，意欲的に取り組も

うとしている。

・化学が物質を対象とする科学であることや化学が人間生活に果たしている役割を理解できる。

・原子の構造及び電子配置と周期律の関係を理解できる。

・化学反応の量的関係，酸と塩基及び酸化還元反応の基本的な概念を理解し、日常生活に関連付けて考

察できる。

科目の概要と目標

高等学校　化学基礎 チェック＆演習　化学基礎

化学基礎

3年　文

理科

普通科

単元 学習内容



教科 科目 単位 2

学科 学年 担当
横山　島端

西島　関口　大蔵

教科書 補助教材

令和７年度シラバス

体つくり運動 体の使い方の気付

き

体の動きを高める

運動

効率の良い組合わ

せの実践

バランスの良い組

合わせの実践

運動を継続する意義，体の構造，運動の原則について理解してい

る。

自己や仲間の課題

を発見し，合理的

な解決に向けて運

動の取り組み方を

工夫するととも

に，自己や仲間の

考えたことを他者

に伝えている。

体つくり運動に自主的に取

り組むとともに，互いに助

け合い教え合おうとするこ

と，一人一人の違いに応じ

た動きなどを大切にしよう

とすること，話合いに貢献

しようとすることなどをし

たり，健康・安全を確保し

たりしている。

・運動の多様性や体力の必要性について理解するとともに，それらの技能を身に付けるようにする。

・自己や仲間の課題や練習方法について伝え，運動を継続して楽しむための関わり方を見付けるようにする。

・ルールやマナーを大切にして，運動に自主的に取り組もうとする。

科目の概要と目標

大修館「新高等保健体育」 大修館「Active Sports 2023」

体育

３年

保健体育

普通科

単元 学習内容 知識・技能 思考・判断・表現
主体的に学習に

取り組む態度

スポーツで「未

来」を創る

体育理論 豊かなスポーツライフの設

計の仕方についての学習

に，主体的に取り組もうと

している。

・ライフステージ

におけるスポーツ

の楽しみ方やライ

フスタイルに応じ

たスポーツとの関

わり方について，

自己や自己を取り

巻く環境の変化を

予想し，自己や社

会についての課題

を発見している。

・豊かなスポーツ

ライフが広がる未

来の社会につい

て，これまで学習

したことを基に，

将来の自己のス

ポーツ設計や未来

の社会についての

自己の提案を言葉

や文章などを通し

て他者に伝えてい

る。

ライフスタイル

とスポーツの楽

しみ方

・生涯にわたって「する，みる，支える，知る」などのスポーツ

を多様に継続するためには，ライフステージに応じたスポーツの

楽しみ方を見付けることに加え，それぞれの生き方や暮らし方と

いったライフスタイルに応じた無理のないスポーツへの関わり方

が大切であることについて，理解したことを言ったり書いたりし

ている。

・ライフステージやライフスタイルによっては，仕事の種類や暮

らし方によって運動に関わる機会が減少することもあるため，仕

事と生活の調和を図ること，運動の機会を生み出す工夫をするこ

と，多様な関わり方を実現するための具体的な設計の仕方がある

ことについて，理解したことを言ったり書いたりしている。

スポーツ推進の

ための施策と課

題

・国や地方自治体は，スポーツの推進のために様々な施策を行っ

ており，人や財源，施設や用具，情報などを人々に提供するなど

の条件整備を行っていること，また，スポーツの推進を支援する

ために，企業や競技者の社会貢献，スポーツボランティアや非営

利組織（NPO 等）などが見られるようになっていることについ

て，理解したことを言ったり書いたりしている。

生涯スポーツの

見方・考え方

・スポーツには，乳・幼児期から高齢期に至るライフステージご

とに，体格や体力の変化などに見られる身体的特徴，精神的スト

レスの変化などに見られる心理的特徴，人間関係や所属集団の変

化などに見られる社会的特徴に応じた多様な楽しみ方があること

について，理解したことを言ったり書いたりしている。

・各ライフステージにおけるスポーツの楽しみ方は，個人のス

ポーツ経験や学習によって育まれたスポーツに対する欲求や考え

方，健康や体力を求める必要性や個人の健康目標などによっても

変化するものであることについて，理解したことを言ったり書い

たりしている。

・スポーツを，人生に潤いをもたらす貴重な文化的財産として未

来に継承するためには，スポーツには健康で生き生きとした生活

をもたらしたり，様々な人々とつながったりするなどの可能性が

ある反面，過度な運動による健康への悪影響や勝利を優先する余

り人間関係を悪化させるなどの問題点があることについて，理解

したことを言ったり書いたりしている。

・人生に潤いをもたらす適切な関わり方を継続するためには，

「する」だけでなく，豊かなスポーツライフを実現するための

「みる」，「支える」，「知る」などの卒業後のスポーツへの多

様な関わり方を構想したり，設計したりすることが重要であるこ

とについて，理解したことを言ったり書いたりしている。



○知識

技術の名称や行い方，体力

の高め方，運動観察の方法

などについて理解してい

る。

○技能

短距離走・リレーでは，中間走への

つなぎを滑らかにして速く走ること

やバトンの受渡しで次走者のスピー

ドを十分に高めることができる。

○知識

ダンスの名称や用語，踊り

の特徴と表現の仕方，交流

や発表の仕方，運動観察の

方法，体力の高め方などに

ついて理解している。

○技能

創作ダンスでは，表したいテーマに

ふさわしいイメージを捉え，個や群

で，緩急強弱のある動きや空間の使

い方で変化を付けて即興的に表現し

たり，簡単な作品にまとめたりして

踊ることができる。

○技能

安定したボール操作と空間を作りだ

すなどの動きによってゴール前への

侵入などから攻防をすることができ

る。

○技能

役割に応じたボール操作や安定した

用具の操作と連携した動きによって

空いた場所をめぐる攻防をすること

ができる。

○技能

安定したバット操作と走塁での攻

撃，ボール操作と連携した守備など

によって攻防をすることができる。

○技能

相手の動きの変化に応じた基本動作

や基本となる技，連絡技を用いて，

相手を崩して投げたり，抑えたりす

るなどの攻防をすることができる。

○技能

相手の動きの変化に応じた基本動作

や基本となる技を用いて，相手の構

えを崩し，しかけたり応じたりする

などの攻防をすることができる。

陸上競

技・・・A

走・跳・投の基

礎基本

短距離走

リレー

動きなどの自己や

仲間の課題を発見

し，合理的な解決

に向けて運動の取

り組み方を工夫す

るとともに，自己

の考えたことを他

者に伝えている。

陸上競技に自主的に取り組

むとともに，勝敗などを冷

静に受け止め，ルールやマ

ナーを大切にしようとする

こと，自己の責任を果たそ

うとすること，一人一人の

違いに応じた課題や挑戦を

大切にしようとすることな

どをしたり，健康・安全を

確保したりしている。

選択領域（A,B,C,Dの中から２領域以上選択）

観点別評価に対する評価方法　　

観察

技能テスト

学習カード

観察（発表，話合い，

発言）

学習カード

観察（発表，話合い，発言）

学習カード

剣道 伝統的な考え方

基本動作

しかけ技・応じ

技

簡易試合

攻防などの自己や

仲間の課題を発見

し，合理的な解決

に向けて運動の取

り組み方を工夫す

るとともに，自己

の考えたことを他

者に伝えている。

武道に自主的に取り組むと

ともに，相手を尊重し，伝

統的な行動の仕方を大切に

しようとすること，自己の

責任を果たそうとするこ

と，一人一人の違いに応じ

た課題や挑戦を大切にしよ

うとすることなどをした

り，健康・安全を確保した

りしている。

○知識

伝統的な考え方，技の名称

や見取り稽古の仕方，体力

の高め方などについて理解

している。

攻防などの自己や

チームの課題を発

見し，合理的な解

決に向けて運動の

取り組み方を工夫

するとともに，自

己や仲間に考えた

ことを他者に伝え

ている。

球技に自主的に取り組むと

ともに，フェアなプレイを

大切にしようとすること，

作戦などについての話合い

に貢献しようとすること，

一人一人の違いに応じたプ

レイなどを大切にしようと

すること，互いに助け合い

教え合おうとすることなど

をしたり，健康・安全を確

保したりしている。

○知識

技術の名称や行い方，体力

の高め方，運動観察の方法

などについて理解してい

る。

表現などの自己や

仲間の課題を発見

し，合理的な解決

に向けて運動の取

り組み方を工夫す

るとともに，自己

や仲間の考えたこ

とを他者に伝えて

いる。

ダンスに自主的に取り組む

とともに，互いに助け合い

教え合おうとすること，作

品や発表などの話合いに貢

献しようとすること，一人

一人の違いに応じた表現や

役割を大切にしようとする

ことなどをしたり，健康・

安全を確保したりしてい

る。

ダンス・・・B 創作ダンス

発表会

【ベースボー

ル型】

ソフトボール

【武道】

・・・D

柔道

伝統的な考え方

基本動作

連絡技

簡易試合

基本技能

課題に応じた練

習

簡易ゲーム

球技・・・C

【ゴール型】

サッカー

バスケット

ボール

ハンドボール

【ネット型】

テニス

バレーボール

バドミントン



教科 科目 単位 3

学科 学年 担当 西島

教科書 補助教材大修館「新高等保健体育」 大修館「Active Sports 2023」

令和７年度シラバス

保健体育 体育

土木科 ３年

科目の概要と目標

・運動の多様性や体力の必要性について理解するとともに，それらの技能を身に付けるようにする。

・自己や仲間の課題や練習方法について伝え，運動を継続して楽しむための関わり方を見付けるようにする。

・ルールやマナーを大切にして，運動に自主的に取り組もうとする。

単元 学習内容 知識・技能 思考・判断・表現
主体的に学習に

取り組む態度

体つくり運動 体の使い方の気付

き

体の動きを高める

運動

効率の良い組合わ

せの実践

バランスの良い組

合わせの実践

運動を継続する意義，体の構造，運動の原則について理解してい

る。

自己や仲間の課題

を発見し，合理的

な解決に向けて運

動の取り組み方を

工夫するととも

に，自己や仲間の

考えたことを他者

に伝えている。

体つくり運動に自主的に取

り組むとともに，互いに助

け合い教え合おうとするこ

と，一人一人の違いに応じ

た動きなどを大切にしよう

とすること，話合いに貢献

しようとすることなどをし

たり，健康・安全を確保し

たりしている。

・スポーツを，人生に潤いをもたらす貴重な文化的財産として未

来に継承するためには，スポーツには健康で生き生きとした生活

をもたらしたり，様々な人々とつながったりするなどの可能性が

ある反面，過度な運動による健康への悪影響や勝利を優先する余

り人間関係を悪化させるなどの問題点があることについて，理解

したことを言ったり書いたりしている。

・人生に潤いをもたらす適切な関わり方を継続するためには，

「する」だけでなく，豊かなスポーツライフを実現するための

「みる」，「支える」，「知る」などの卒業後のスポーツへの多

様な関わり方を構想したり，設計したりすることが重要であるこ

とについて，理解したことを言ったり書いたりしている。

体育理論 生涯スポーツの

見方・考え方

・スポーツには，乳・幼児期から高齢期に至るライフステージご

とに，体格や体力の変化などに見られる身体的特徴，精神的スト

レスの変化などに見られる心理的特徴，人間関係や所属集団の変

化などに見られる社会的特徴に応じた多様な楽しみ方があること

について，理解したことを言ったり書いたりしている。

・各ライフステージにおけるスポーツの楽しみ方は，個人のス

ポーツ経験や学習によって育まれたスポーツに対する欲求や考え

方，健康や体力を求める必要性や個人の健康目標などによっても

変化するものであることについて，理解したことを言ったり書い

たりしている。

・ライフステージ

におけるスポーツ

の楽しみ方やライ

フスタイルに応じ

たスポーツとの関

わり方について，

自己や自己を取り

巻く環境の変化を

予想し，自己や社

会についての課題

を発見している。

・豊かなスポーツ

ライフが広がる未

来の社会につい

て，これまで学習

したことを基に，

将来の自己のス

ポーツ設計や未来

の社会についての

自己の提案を言葉

や文章などを通し

て他者に伝えてい

る。

豊かなスポーツライフの設

計の仕方についての学習

に，主体的に取り組もうと

している。

ライフスタイル

とスポーツの楽

しみ方

・生涯にわたって「する，みる，支える，知る」などのスポーツ

を多様に継続するためには，ライフステージに応じたスポーツの

楽しみ方を見付けることに加え，それぞれの生き方や暮らし方と

いったライフスタイルに応じた無理のないスポーツへの関わり方

が大切であることについて，理解したことを言ったり書いたりし

ている。

・ライフステージやライフスタイルによっては，仕事の種類や暮

らし方によって運動に関わる機会が減少することもあるため，仕

事と生活の調和を図ること，運動の機会を生み出す工夫をするこ

と，多様な関わり方を実現するための具体的な設計の仕方がある

ことについて，理解したことを言ったり書いたりしている。

スポーツ推進の

ための施策と課

題

・国や地方自治体は，スポーツの推進のために様々な施策を行っ

ており，人や財源，施設や用具，情報などを人々に提供するなど

の条件整備を行っていること，また，スポーツの推進を支援する

ために，企業や競技者の社会貢献，スポーツボランティアや非営

利組織（NPO 等）などが見られるようになっていることについ

て，理解したことを言ったり書いたりしている。

スポーツで「未

来」を創る



○知識

技術の名称や行い方，体力

の高め方，運動観察の方法

などについて理解してい

る。

○技能

短距離走・リレーでは，中間走への

つなぎを滑らかにして速く走ること

やバトンの受渡しで次走者のスピー

ドを十分に高めることができる。

○知識

ダンスの名称や用語，踊り

の特徴と表現の仕方，交流

や発表の仕方，運動観察の

方法，体力の高め方などに

ついて理解している。

○技能

創作ダンスでは，表したいテーマに

ふさわしいイメージを捉え，個や群

で，緩急強弱のある動きや空間の使

い方で変化を付けて即興的に表現し

たり，簡単な作品にまとめたりして

踊ることができる。

○技能

安定したボール操作と空間を作りだ

すなどの動きによってゴール前への

侵入などから攻防をすることができ

る。

○技能

役割に応じたボール操作や安定した

用具の操作と連携した動きによって

空いた場所をめぐる攻防をすること

ができる。

○技能

安定したバット操作と走塁での攻

撃，ボール操作と連携した守備など

によって攻防をすることができる。

○技能

相手の動きの変化に応じた基本動作

や基本となる技，連絡技を用いて，

相手を崩して投げたり，抑えたりす

るなどの攻防をすることができる。

○技能

相手の動きの変化に応じた基本動作

や基本となる技を用いて，相手の構

えを崩し，しかけたり応じたりする

などの攻防をすることができる。

陸上競

技・・・A

走・跳・投の基

礎基本

短距離走

リレー

動きなどの自己や

仲間の課題を発見

し，合理的な解決

に向けて運動の取

り組み方を工夫す

るとともに，自己

の考えたことを他

者に伝えている。

陸上競技に自主的に取り組

むとともに，勝敗などを冷

静に受け止め，ルールやマ

ナーを大切にしようとする

こと，自己の責任を果たそ

うとすること，一人一人の

違いに応じた課題や挑戦を

大切にしようとすることな

どをしたり，健康・安全を

確保したりしている。

選択領域（A,B,C,Dの中から２領域以上選択）

基本技能

課題に応じた練

習

簡易ゲーム

○知識

技術の名称や行い方，体力

の高め方，運動観察の方法

などについて理解してい

る。

攻防などの自己や

チームの課題を発

見し，合理的な解

決に向けて運動の

取り組み方を工夫

するとともに，自

己や仲間に考えた

ことを他者に伝え

ている。

球技に自主的に取り組むと

ともに，フェアなプレイを

大切にしようとすること，

作戦などについての話合い

に貢献しようとすること，

一人一人の違いに応じたプ

レイなどを大切にしようと

すること，互いに助け合い

教え合おうとすることなど

をしたり，健康・安全を確

保したりしている。

【ネット型】

テニス

バレーボール

バドミントン

【ベースボー

ル型】

ソフトボール

ダンス・・・B 創作ダンス

発表会

表現などの自己や

仲間の課題を発見

し，合理的な解決

に向けて運動の取

り組み方を工夫す

るとともに，自己

や仲間の考えたこ

とを他者に伝えて

いる。

ダンスに自主的に取り組む

とともに，互いに助け合い

教え合おうとすること，作

品や発表などの話合いに貢

献しようとすること，一人

一人の違いに応じた表現や

役割を大切にしようとする

ことなどをしたり，健康・

安全を確保したりしてい

る。

観点別評価に対する評価方法　　

観察

技能テスト

学習カード

観察（発表，話合い，

発言）

学習カード

観察（発表，話合い，発言）

学習カード

【武道】

・・・D

柔道

伝統的な考え方

基本動作

連絡技

簡易試合

○知識

伝統的な考え方，技の名称

や見取り稽古の仕方，体力

の高め方などについて理解

している。

攻防などの自己や

仲間の課題を発見

し，合理的な解決

に向けて運動の取

り組み方を工夫す

るとともに，自己

の考えたことを他

者に伝えている。

武道に自主的に取り組むと

ともに，相手を尊重し，伝

統的な行動の仕方を大切に

しようとすること，自己の

責任を果たそうとするこ

と，一人一人の違いに応じ

た課題や挑戦を大切にしよ

うとすることなどをした

り，健康・安全を確保した

りしている。
剣道 伝統的な考え方

基本動作

しかけ技・応じ

技

簡易試合

球技・・・C

【ゴール型】

サッカー

バスケット

ボール

ハンドボール



教科 科目 単位 2

学科 学年 担当 島端

教科書 補助教材大修館「新高等保健体育」 大修館「Active Sports 2023」

令和７年度シラバス

保健体育 体育

生活環境科 ３年

科目の概要と目標

・運動の多様性や体力の必要性について理解するとともに，それらの技能を身に付けるようにする。

・自己や仲間の課題や練習方法について伝え，運動を継続して楽しむための関わり方を見付けるようにする。

・ルールやマナーを大切にして，運動に自主的に取り組もうとする。

単元 学習内容 知識・技能 思考・判断・表現
主体的に学習に

取り組む態度

体つくり運動 体の使い方の気付

き

体の動きを高める

運動

効率の良い組合わ

せの実践

バランスの良い組

合わせの実践

運動を継続する意義，体の構造，運動の原則について理解してい

る。

自己や仲間の課題

を発見し，合理的

な解決に向けて運

動の取り組み方を

工夫するととも

に，自己や仲間の

考えたことを他者

に伝えている。

体つくり運動に自主的に取

り組むとともに，互いに助

け合い教え合おうとするこ

と，一人一人の違いに応じ

た動きなどを大切にしよう

とすること，話合いに貢献

しようとすることなどをし

たり，健康・安全を確保し

たりしている。

・スポーツを，人生に潤いをもたらす貴重な文化的財産として未

来に継承するためには，スポーツには健康で生き生きとした生活

をもたらしたり，様々な人々とつながったりするなどの可能性が

ある反面，過度な運動による健康への悪影響や勝利を優先する余

り人間関係を悪化させるなどの問題点があることについて，理解

したことを言ったり書いたりしている。

・人生に潤いをもたらす適切な関わり方を継続するためには，

「する」だけでなく，豊かなスポーツライフを実現するための

「みる」，「支える」，「知る」などの卒業後のスポーツへの多

様な関わり方を構想したり，設計したりすることが重要であるこ

とについて，理解したことを言ったり書いたりしている。

体育理論 生涯スポーツの

見方・考え方

・スポーツには，乳・幼児期から高齢期に至るライフステージご

とに，体格や体力の変化などに見られる身体的特徴，精神的スト

レスの変化などに見られる心理的特徴，人間関係や所属集団の変

化などに見られる社会的特徴に応じた多様な楽しみ方があること

について，理解したことを言ったり書いたりしている。

・各ライフステージにおけるスポーツの楽しみ方は，個人のス

ポーツ経験や学習によって育まれたスポーツに対する欲求や考え

方，健康や体力を求める必要性や個人の健康目標などによっても

変化するものであることについて，理解したことを言ったり書い

たりしている。

・ライフステージ

におけるスポーツ

の楽しみ方やライ

フスタイルに応じ

たスポーツとの関

わり方について，

自己や自己を取り

巻く環境の変化を

予想し，自己や社

会についての課題

を発見している。

・豊かなスポーツ

ライフが広がる未

来の社会につい

て，これまで学習

したことを基に，

将来の自己のス

ポーツ設計や未来

の社会についての

自己の提案を言葉

や文章などを通し

て他者に伝えてい

る。

豊かなスポーツライフの設

計の仕方についての学習

に，主体的に取り組もうと

している。

ライフスタイル

とスポーツの楽

しみ方

・生涯にわたって「する，みる，支える，知る」などのスポーツ

を多様に継続するためには，ライフステージに応じたスポーツの

楽しみ方を見付けることに加え，それぞれの生き方や暮らし方と

いったライフスタイルに応じた無理のないスポーツへの関わり方

が大切であることについて，理解したことを言ったり書いたりし

ている。

・ライフステージやライフスタイルによっては，仕事の種類や暮

らし方によって運動に関わる機会が減少することもあるため，仕

事と生活の調和を図ること，運動の機会を生み出す工夫をするこ

と，多様な関わり方を実現するための具体的な設計の仕方がある

ことについて，理解したことを言ったり書いたりしている。

スポーツ推進の

ための施策と課

題

・国や地方自治体は，スポーツの推進のために様々な施策を行っ

ており，人や財源，施設や用具，情報などを人々に提供するなど

の条件整備を行っていること，また，スポーツの推進を支援する

ために，企業や競技者の社会貢献，スポーツボランティアや非営

利組織（NPO 等）などが見られるようになっていることについ

て，理解したことを言ったり書いたりしている。

スポーツで「未

来」を創る



○知識

技術の名称や行い方，体力

の高め方，運動観察の方法

などについて理解してい

る。

○技能

短距離走・リレーでは，中間走への

つなぎを滑らかにして速く走ること

やバトンの受渡しで次走者のスピー

ドを十分に高めることができる。

○知識

ダンスの名称や用語，踊り

の特徴と表現の仕方，交流

や発表の仕方，運動観察の

方法，体力の高め方などに

ついて理解している。

○技能

創作ダンスでは，表したいテーマに

ふさわしいイメージを捉え，個や群

で，緩急強弱のある動きや空間の使

い方で変化を付けて即興的に表現し

たり，簡単な作品にまとめたりして

踊ることができる。

○技能

安定したボール操作と空間を作りだ

すなどの動きによってゴール前への

侵入などから攻防をすることができ

る。

○技能

役割に応じたボール操作や安定した

用具の操作と連携した動きによって

空いた場所をめぐる攻防をすること

ができる。

○技能

安定したバット操作と走塁での攻

撃，ボール操作と連携した守備など

によって攻防をすることができる。

○技能

相手の動きの変化に応じた基本動作

や基本となる技，連絡技を用いて，

相手を崩して投げたり，抑えたりす

るなどの攻防をすることができる。

○技能

相手の動きの変化に応じた基本動作

や基本となる技を用いて，相手の構

えを崩し，しかけたり応じたりする

などの攻防をすることができる。

陸上競

技・・・A

走・跳・投の基

礎基本

短距離走

リレー

動きなどの自己や

仲間の課題を発見

し，合理的な解決

に向けて運動の取

り組み方を工夫す

るとともに，自己

の考えたことを他

者に伝えている。

陸上競技に自主的に取り組

むとともに，勝敗などを冷

静に受け止め，ルールやマ

ナーを大切にしようとする

こと，自己の責任を果たそ

うとすること，一人一人の

違いに応じた課題や挑戦を

大切にしようとすることな

どをしたり，健康・安全を

確保したりしている。

選択領域（A,B,C,Dの中から２領域以上選択）

基本技能

課題に応じた練

習

簡易ゲーム

○知識

技術の名称や行い方，体力

の高め方，運動観察の方法

などについて理解してい

る。

攻防などの自己や

チームの課題を発

見し，合理的な解

決に向けて運動の

取り組み方を工夫

するとともに，自

己や仲間に考えた

ことを他者に伝え

ている。

球技に自主的に取り組むと

ともに，フェアなプレイを

大切にしようとすること，

作戦などについての話合い

に貢献しようとすること，

一人一人の違いに応じたプ

レイなどを大切にしようと

すること，互いに助け合い

教え合おうとすることなど

をしたり，健康・安全を確

保したりしている。

【ネット型】

テニス

バレーボール

バドミントン

【ベースボー

ル型】

ソフトボール

ダンス・・・B 創作ダンス

発表会

表現などの自己や

仲間の課題を発見

し，合理的な解決

に向けて運動の取

り組み方を工夫す

るとともに，自己

や仲間の考えたこ

とを他者に伝えて

いる。

ダンスに自主的に取り組む

とともに，互いに助け合い

教え合おうとすること，作

品や発表などの話合いに貢

献しようとすること，一人

一人の違いに応じた表現や

役割を大切にしようとする

ことなどをしたり，健康・

安全を確保したりしてい

る。

観点別評価に対する評価方法　　

観察

技能テスト

学習カード

観察（発表，話合い，

発言）

学習カード

観察（発表，話合い，発言）

学習カード

【武道】

・・・D

柔道

伝統的な考え方

基本動作

連絡技

簡易試合

○知識

伝統的な考え方，技の名称

や見取り稽古の仕方，体力

の高め方などについて理解

している。

攻防などの自己や

仲間の課題を発見

し，合理的な解決

に向けて運動の取

り組み方を工夫す

るとともに，自己

の考えたことを他

者に伝えている。

武道に自主的に取り組むと

ともに，相手を尊重し，伝

統的な行動の仕方を大切に

しようとすること，自己の

責任を果たそうとするこ

と，一人一人の違いに応じ

た課題や挑戦を大切にしよ

うとすることなどをした

り，健康・安全を確保した

りしている。
剣道 伝統的な考え方

基本動作

しかけ技・応じ

技

簡易試合

球技・・・C

【ゴール型】

サッカー

バスケット

ボール

ハンドボール



教科 科目 単位 3

学科 学年 担当 稲垣・舘・溝口

教科書 補助教材なし なし

科目の概要と目標
土木分野に関する課題を設定し、その課題の解決を図る学習を通して、専門的な知識と技術の深化、統

合を図るとともに問題解決能力や創造性、主体性を育てる。

単元 学習内容 知識・技術 思考・判断・表現
主体的に学習に

取り組む態度

令和７年度シラバス

工業科 課題研究

土木科 ３年

　　　　　観点別評価に対する評価方法
確認テスト

レポート

確認テスト

レポート

グループワークの取り組み

課題を発見し解決する。

ワークシート

レポート

自己評価・相互評価

観察

職業資格を取得する。 職業に関する資格 自らの進路希望や興味・関

心等に応じて資格取得に対

する学習計画を立案し、そ

の計画に基づいて知識と技

術を身に付けている。

学習計画に基づいて、知識

と技術の深化、総合化や進

路意識の明確化を図ってい

る。

専門的な知識と技術の深

化、総合化や進路意識の明

確化に向けて主体的に取り

組んでいる。

課題について自ら学び、課

題の解決に向けて主体的か

つ協働的に取り組んでい

る。

新しい技術の発見や開発等

により、身の回りや地域の

問題解決、社会発展を実践

しようとしている。

課題解決に向けた一連の活

動を振り返って改善しよう

としている。

基礎的・基本的な知識や技

術を論理的に関連付けたり

整理したりすることで、よ

り理解を深め、実践できる

確かな技術を習得してい

る。

学習した知識と技術を活

用・発展させて高度な技術

に挑戦している。

課題解決に向けた活動につ

いて、論理的に考察してい

る。

解決策を探究し、科学的な

根拠に基づいて調査、研

究、実験、作品製作などを

行い解決しようとしてい

る。

課題に関する分野について

体系的・系統的に理解する

とともに、関係のある知識

や技術を身に付けている。

課題を発見し、解決策を考

察、探究している。

活動内容を記録し、整理し

ている。

調査、研究、実験、作品

製作

効果的に表現する技術を身

に付け、情報を適切に理解

し発表している。

他者に伝わりやすいように

工夫して効果的に表現して

いる。

課題発見・課題設定

課題研究発表



教科 科目 単位 2

学科 学年 担当 松田・籠浦・飯野

教科書 補助教材

生活産業に関する課題につ

いて自ら学び、課題の解

決、生活産業の発展や社会

貢献に向けて主体的かつ協

働的に取り組んでいる。

生活産業に関する課題につ

いて、自分や家庭、地域の

生活の充実向上、社会の発

展を図るために実践しよう

としている。

生活産業に関する課題につ

いて、課題解決に向けた一

連の活動を振り返って改善

しようとしている。

産業現場等における実習 実際的・体験的な学習を行

い、より深い知識と技術を

習得している。

実際的・体験的な学習を通

して、進路希望等における

明確な目的意識をもつこと

ができている。

体験を通して、勤労観、職

業観、責任感、成就感等を

体得している。

　　　　　観点別評価に対する評価方法

確認テスト

ワークシート

レポート

確認テスト

ワークシート

レポート

グループワークの取り組み

学校家庭クラブ活動

ワークシート

レポート

自己評価・相互評価

グループワークの取り組み

作品製作 学習した知識と技術を活用

するとともに、さらに発展

させて高度な技術に挑戦し

ている。

生活産業に関する課題の解

決に向け、その根底にある

理論を理解した上で創意工

夫した作品を製作してい

る。

職業資格を取得しよう 家庭科技術検定

職業に関する資格

自らの進路希望や興味・関

心等に応じて学習計画を立

案し、その計画に基づいて

知識と技術を身に付けてい

る。

学習計画に基づいて、知識

と技術の深化、総合化や進

路意識の明確化を図ってい

る。

専門的な知識と技術の深

化、総合化や進路意識の明

確化に向けて主体的に取り

組んでいる。

学校家庭クラブ活動を発展

させ、専門科目で学習した

知識と技術を活用してい

る。

学校生活や地域の生活の充

実向上を目指して課題を設

定し、解決に向けて実践し

ている。

課題研究発表会 情報を適切に理解し、効果

的に表現する技術を身に付

け発表している。

課題解決に向けて実践した

ことを、他者に伝わりやす

いように工夫して効果的に

表現している。

生活産業に関する課題を

発見し、解決しよう

課題発見・課題設定 生活産業の各分野について

体系的・系統的に理解する

とともに、関連付けられた

知識や技術を身に付けてい

る。

生活産業に関する課題を発

見し、解決策を考察、探究

している。

科学的な根拠に基づいて創

造的に解決しようとしてい

る。

調査、研究、実験

各種コンクールへの応募

基礎的・基本的な知識や技

術を論理的に関連付けたり

整理したりすることで、よ

り理解を深め、実践できる

確かな技術を習得してい

る。

生活産業についての課題解

決に向けた一連の活動につ

いて、考察したことを根拠

に基づいて論理的に考察し

ている。

解決策を探究し、科学的な

根拠に基づいて創造的に解

決しようとしている。

科目の概要と目標

・生活産業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、相互に関連付けられた技術を身に付ける。

・生活産業に関する課題を発見し、生活産業を担う職業人として解決策を探究し、科学的な根拠に基づいて創造的に解決

　する力を養う。

・課題を解決する力の向上を目指して自ら学び、生活産業の発展や社会貢献に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

単元 学習内容 知識・技術 思考・判断・表現
主体的に学習に

取り組む態度

なし なし

令和７年度シラバス

家庭科 課題研究

生活環境科 ３年


